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① 8/23 親子防災教室講座：親子で防災ずきんとビニール袋ポ

ンチョ作りを体験しました。

② 11/8 防災カードゲーム・家具固定講座：ドライバーを使っ

て実際に体験しました。

③ 12/8 防災昼食会講座：ビニール袋を使ったパッククッキン

グと試食を行いました。

④ 3/3 子ども防災学習講座：新型コロナウイルス問題で中止

とし次年度に延期しました。

女性目線での防災力の強化を目指した講演会や女性を対象とした講習を実施して賛同者を募り、

女性防災組織（女子防）を設立しました。

また女性防災メンバーによる小学生や幼稚園、保育園児を対象にした講座や体験会を実施し、家

庭と子どもの防災意識の向上を図りました。

家庭防災力の向上（女性防災組織設立・子どもの防災意識向上事業）

「内部ホタルの里を育てる会」に委託して、内部東小学校の敷地

にある「とんぼ池」の水環境を整備し、ホタルの飛び交う地区住民

の憩いの場として復活させました。

コミュニティスクールや自治会、様々な団体からご協力をいただ

いて整備を進めたことで、地域の結束力も高まりました。とんぼ池

が末永く内部東小学校のシンボルとして地域に根付き、内部地区の

誇りとなることを願っています。

トンボ・ホタルの里づくり（住民の憩いの場整備事業）

地域活動の活性化を目的とする今年度の内部地区市民センター館長権限予算事業は、地域の活動

団体との協働のもと、下記の4件を行いました。

福祉体験授業（福祉体験事業）

内部小学校の４年生を対象に、2020東京パラリンピックやとこわか

大会への出場を目指して頑張っている障がいを持つスポーツ選手との交

流会を開催し、一緒にボッチャを体験しました。

真剣に耳を傾け、たくさん質問をし、ボッチャを体験したことにより、

ボランティア精神を向上させるとともに、２０２０東京パラリンピック

やとこわか大会への関心を深めました。

法被制作（地域活動活性化事業）

昨年度５０回目を迎えた文化祭をはじめ、様々な事業を展開している

地区社協に対し、役員同士の連帯感を高め、自らの役割のやりがいと責

任感を醸成し、今後益々地域行事を活性化する目的で地区社協の名前を

印刷した法被を地区社協と共同で作成しました。

今年の文化祭では、あいさつに来られた市長にも着ていただき、第９

回郷土が誇る芸能大会では、内部地区婦人会の皆さんが着用して「うつ

べ音頭」を披露しました。

日付  式典 、 大会 表彰区分  表彰を受けた方 

5月 30日 令和元年度 

都市緑化関係功労者表彰式

典 

美化功労者 

 

波木町自治会 

 田中一三さん 

   岩間光一さん 

7 月 31 日 平成 31 年度 

四日市市民生委員児童委員

大会 

民生委員児童委

員協議会連合会

会長 

波木町  水谷 渉さん 

波木町 2.3 矢田靜代さん 

波木が丘町松林洋子さん 

高塚町  山下慶子さん 

8月 3,4 日 東海選抜学童軟式野球大会 優勝 内部ライオンズ 

8 月 22日 中学生東海大会 男子 200ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ優勝 

卓球女子個人 ３位 

内部中  臼井晴翔さん 

内部中  由井心菜さん 

8月31日～ ＦＩＢＡﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ

2019 

日本代表で出場 波木南台 安藤周人さん 

9 月 15日 住友電装杯三泗野球少年団秋季大会 優勝 内部ライオンズ 

9 月 15日 

２月 19 日 

・東京ＭＧＣ大会（マラソン） 

・第 48回県ｽﾎﾟｰﾂ賞 

優勝 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ代表内定 

特別功労賞 

釆女が丘 

     中村匠吾さん 

10 月 19日 日本赤十字社三重県支部 

創立 130周年記念大会 

業務功労感謝状 貝家町 

  田中英子さん 

10 月 27日 第15回全国ｼﾞｭﾆｱ自転車競技会 女子ｱﾝﾀﾞｰ 17優勝 内部中  平子結奈さん 

11 月 6日 四日市市スポーツ功労者 ｽﾎﾟｰﾂ有功賞 

ｽﾎﾟｰﾂ地域有功賞 

釆女が丘 高橋徹明さん 

采女町  名倉勝彦さん 

1 月 12 日 消防出初式 県消防協会表彰 

(勤続 5 年以上) 

北勢支会長表彰 

(勤続 3 年以上) 

市長表彰 

(勤続 20年以上) 

 

市長感謝状 

(勤続 3 年以上で 

中川善士郎さん 

 

水谷建太さん 

尾﨑航大さん 

田中嘉文さん 

坂上史隆さん 

堀 夏夫さん 

田邊慶浩さん 

消防団退職者） 

1 月 25 日 第57回四日市市高齢者福祉

大会 

四日市市 

敬老功労者 

中堀町  蒔田 豊さん 

波木町  北澤 宏さん 

 



内部地区連合自治会では、昨年の2

月に洪水の恐れがあるとして内部川底

浚渫工事の早期実施を三重河川国道

事務所に陳情しています。

これを受けて 「河道維持工事」として、

北小松地区では前川橋から小松橋間

の左岸側の河道掘削と堤防補強が、

「河道掘削工事」として足見川合流点

付近の堆積土砂掘削が行われました。

10月27日（日）水沢・桜地区特設コース（2004アジア自転車競技選手権

大会公式コース）で行われた第15回全国ジュニア自転車競技大会で地元

内部中学校の平子結奈（ひらこゆうな）選手が優勝しました。

内部地区のホタルの保全に取り組む

報告会が開かれ、地域の住民、ホタル

の保全に取り組む活動家など33名が出

席しました。

元立田小学校校長の伊藤国雄先生に

よる「ホタル講演」のあと、①ほたるの里

を育てる会、②農業者、③コミュニティー

スクール代表がそれぞれの1年間の活

動を報告し、活発な議論が行われました。

内部の花“すいせんを育てる会”では、地

域の方から戴いたすいせんを使った寄せ

植え教室を開催。9種類の花を思い思いに

デザインして寄せ植えつくり、手づくりのア

ンティークウッドボックスに収めたおしゃれ

な寄せ植えをつくりました。

カラフルな花々と共に、にぎやかに過ごし

た笑顔にあふれる2時間でした。

8月～3月

～12月

四日市中央ライオンズクラブによる支援活動

四日市中央ライオンズクラブの皆さん

は、采女城跡の環境整備と保全に取り

組んでいる采女城跡保存会の活動を

2013年から支援してきました。

歩きにくい箇所や急傾斜に木道を取

り付け、古井戸の安全柵、歩道沿いの

手すりロープ設置など、毎年少しずつ

整備し、おかげで安全で快適に散策で

きる環境になりました。

内部川の洪水対策－河道維持・掘削工事

新開発の危機管理型水位計8機が

内部川水系に新たに設置され、従来

型と合わせて合計11か所で川の水位

が観測できるようになりました。

今まで観測出来なかった鎌谷川・足

見川にも１か所ずつ設置され、見るこ

とができます。

伊勢湾台風から60年を迎えた今年の

防災講演会のテーマは「当地を襲った過

去の風水害被害」。 講師に北小松町の

堀保さんを迎え、昭和49年7月の豪雨被

害を中心に自らの体験談を話していただ

きました。

講演では、講師と進行役の藤田さんも

加わって会場の参加者と対話する方式

四日市市文化会館「第９回郷土が誇る

芸能大会」が開催され、内部地区からは

内部地区婦人会が「うつべ音頭」で出場。

特別出演の歌手・山口亮さんの歌に合

わせ、新しく作った法被姿で踊りを披露

しました。

スクリーンに映し出される「うつべ音頭」

内部小４年生が、ボッチャ競技で

三重とこわか大会の県代表を目指

す青木健太さん（25歳）を講師とし

て招き福祉学習を行いました。

事故で四肢麻痺の重度障害と

なった青木さんから障がい者の生

活や自立、ボッチャ競技との巡り合

いなどの話しの後、道具を使った
ボッチャ競技のやり方やルールを見学

しました。

スギ林の間伐を行い、アスレティックや

ブランコ、森のカフェやバーベキュー、ヨ

ガやコンサートなど、森の自然を感じな

がら大人も子どもも楽しめる森づくりが、

采女町の田んぼの南に広がる林の中で

始まっています。

この森作りを知ってもらい、一緒に活

動する人を募集するイベントが開かれ、

木こり体験、薪割り体験、森の散策、オ

カリナコンサートなどを楽しみました。

1/18 郷土の歌と踊りを披露

全国ジュニア自転車競技大会で内部中生徒が優勝10/27

2/16 うつべの森をつくろう！

10/29 うつべホタルの保全に向けて 秋の報告会

主要地方道四日市鈴鹿環状線

10月～3月10/26 講演会「うつべの災害を知り、災害に備えよう！」

小学生が障がい者を招き福祉教育11/18

11/13 すいせんを使った寄せ植え教室
交流サロン（いきいきサロン）活動

を通じて出会った皆さんによる趣味

の作品展が釆女が丘コミュニティー

センターで開かれました。

写真、水墨画、絵手紙、油絵、銅

版アート、連鶴、木綿人形、球体関

節人形、手芸、陶芸、一刀彫刻、木

製椅子、ハーブ、木のアート、

環境整備が進んだ采女城跡

12/2-4 釆女が丘で趣味の作品展

2019年12月14日 2020年2月9日

花ノ木橋橋台基礎工事の様子

の歌詞や内部地区の風景とともに、鮮やかな法被の青色がステージを華

やかにし、観客を楽しませました。

北小松町前川橋下流の内部川左岸

内部川・鎌谷川・足見川に新型水位計

11/25 誰でも・いつでも見られる川の水位

で進められ、参加者からの生々しい体験談が披露されるなど、たいへん身

近に感じられる講演会でした。

フラワーアレンジなど30名程の方々の70点の多彩な作品を展示する

ことができました。


